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池
河
内
か
ら
松
永
川
上
流
へ
林
道
を
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
市
指
定
名
勝
の
三
番
の
滝
が
、
近
年
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
、
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
松
永
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
塾
で
は
、
昨
年
5

月
〜
9
月
に
か
け
て
周
辺
を
整
備
し
、
現
地
ま
で
の
案

内
看
板
や
、
川
を
渡
る
た
め
の
橋
、
入
り
口
駐
車
場
を

地
区
住
民
の
手
で
作
り
ま
し
た
。
今
年
の
秋
に
は
地
区

民
に
よ
る
健
康
ウ
ォ
ー
ク
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
似
た
よ
う
な
ハ
コ
モ
ノ
を
作
る
や

り
方
で
は
そ
の
土
地
の
特
色
が
な
く

な
り
ま
す
。
松
永
は
世
界
に
1
つ
だ

け
。
地
域
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る

良
さ
を
自
分
た
ち
の
手
で
再
発
見
、

発
信
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
松
永

の
未
来
を
、
み
ん
な
で
考
え
て
、
魅

力
作
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
三さ
ん
ば番

の
滝
」
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
松
永
地
区
。
松
永
い
き

い
き
ふ
る
さ
と
塾
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て

松
永
Ｔ
シ
ャ
ツ
完
成
！

　
昨
年
、
松
永
小
6
年
生
が
授
業

の
一
環
と
し
て
、
一
寸
そ
ら
豆
を

素
材
に
し
た
ク
ッ
キ
ー
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
作
成
な
ど
、

地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ア
イ
デ
ア

を
発
表
。
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
ア

イ
デ
ア
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
、
松
永
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
塾

が
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
つ
く
ん
」

「
な
が
ち
ゃ
ん
」
を
プ
リ
ン
ト
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
成

し
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
で
広
め
よ

う
と
、
水み

ど

り
土
里
直
売
所
（
上
野
）
で

の
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
タ
で
地
域
を
知
ろ
う

松
永
カ
ル
タ
大
会

　
松
永
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
塾
で
は
、
地
区
の
母

親
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
と
の
共
催
で
、
毎
年
松

永
カ
ル
タ
大
会
を
開
催
。
こ
の
カ
ル
タ
は
同
塾

が
地
域
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
、
平
成
18
年
に
、

松
永
の
名
所
や

風
景
を
テ
ー
マ

に
、
文
面
を
住

民
か
ら
募
集
し

て
作
成
。
最
近

で
は
県
外
か
ら

も
購
入
依
頼
が

あ
る
な
ど
、
注

目
を
集
め
て
い

ま
す
。

カルタを楽しむ子どもたち

完成した松永オリジナル Tシャツ

（上）案内看板の設置、（下）滝までの橋を架ける住民の皆さん
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市民会議で協働のまちづくり

　市では、市民の代表で組織された市民会
議で、協働の進め方を調査・検討していま
す。今年度は、協働施策や、事業の評価方
法の検討などを行います。会議の内容は市
HP に掲載していますので、ご覧ください。

 男女共同参画で地域を
　　　 活性化させましょう！

 　少子化・高齢化が進展し、社会情勢が大きく変化する中、地域では、一人暮らしの高齢者や単身世帯
の増加、人間関係の希薄化など多くの課題を抱えています。家庭についで身近な暮らしの場である「地域」
が抱える課題について、男女が協力して解決することは、地域が活性化し、一人ひとりが喜びと責任をわ
かち合える「男女共同社会」の形成につながると期待されています。

◎地域の中に根強くある男性中心の慣習やしきたりを見直しましょう

◎いろいろな人の声を地域活動に活かそう

◎地域団体の運営を男女共同にしよう

◎男女の参加で街を守ろう

6 月は
男女共同参画月間

　男女が対等な立場で地域活動に参画し、責任を分ち合うことで地域に活気
がでることでしょう。私たち一人ひとりが意識を変えていく必要があります。

　女性の代表が役員会に参加して意見を述べる機会を作るなど、女性の意見
を反映するしくみ作りについて話し合ってみましょう。
　女性も男性も積極的に地域活動に参画し、仕事だけでなく、地域にも目を
向け、いろいろな楽しみを探してみることも大切です。

　女性も積極的に自治会の役員を引き受ける姿勢が大切です。
　自治会の方針決定に女性が意見を述べ、男性と協力して、地域活動に
参画していきましょう。　

　男女双方の視点にたって、町の防災について考えてみましょう。
　昼間に災害が起これば、地域に残っているのは高齢者と女性、子どもが
多いと考えられます。高齢者・女性が参加する防災訓練を実施しましょう。

地域の活性化のために

問　地域の中で男女の地位が平等になっていると思い
　　ますか

問　地域社会の場で方針や意思決定の際、女性の意見
　　がどの程度反映されていると思いますか

資料：「男女共同参画社会に向けての意識調査結果報告書（平成 22 年 3 月小浜市）」より
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